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 第二次世界大戦中の昭和 17 年に河出書房の科学新書の 1 つとして一般向きに執筆された

本で地下水を主とし温泉についても少し記載されている。記述はやや専門的(理学)であるが、

戦前の一般書としては唯一の書籍であり、図も所々に挿入され理解をし易くしてあり、当

時の地下水事情を理解には一読する価値がある。 
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